
（別記第３号様式） 

平成２２年度歳入予算見積書（その３） 

                    （単位：千円） 

細目事業名 病院事業収益 ※課長（ 内示 保留 内保 ）部長（ 内示 保留 内保 ） 
 

前年度（既計上）予算額 見   積   額 ※ 査    定    額 
 

金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 
 

       

       

   12,116,385  12,093,530   12,111,559   

       

       

       

・細々目事業の目的、内容、根拠法令、見積概要 
[前々年度決算額]

前年度予算額 
見  積  額 ※査  定  額 

 

・事業を廃止(休止)した場合に想定される問題点 （財源内訳） （財源内訳） （財源内訳）  

《病院事業収入》     

  [9,902,038]    

１．医業収益     10,094,493 9,887,797 9,887,797  

     

     

     安芸病院     2,475,827       2,152,636    2,152,636  

     

     

     

     芸陽病院      811,283         721,693    721,693  

     

     

     

      幡多けんみん    6,807,383       7,013,468   7,013,468  

     

     

     [6,250,976]    

（１）入院収益    6,547,093       6,186,188   6,186,188  

     

     

     

        安芸病院    1,541,486 1,304,767   1,304,767  

          患者数   48,571 →  41,442     

          単 価   31,737 →  31,484     

     

        芸陽病院      692,642     600,247    600,247  

          患者数   48,379 →  42,040     

          単 価   14,317 →  14,278     

     

        幡多けんみん     4,312,965    4,281,174   4,281,174  

          患者数   94,897 →  91,362     

          単 価   45,449 →  46,859     

     

     

     

     

     

※特記事項       



 

平成２２年度歳入予算見積書（その３－２） 

                     （単位：千円） 

・細々目事業の目的、内容、根拠法令、見積概要 
[前々年度決算額]

前年度予算額 
見 積  額 ※査  定  額 

 

・事業を廃止(休止)した場合に想定される問題点 （財源内訳） （財源内訳） （財源内訳）  

     

     [3,478,205]    

（２）外来収益      3,376,681 3,503,273   3,503,273  

     

     

        安芸病院        903,462 810,215    810,215  

          患者数  117,774 → 106,409     

          単 価    7,671 →   7,614     

     

        芸陽病院        115,526 118,522    118,522  

          患者数   16,917 →  16,783     

          単 価    6,829 →   7,062     

     

        幡多けんみん      2,357,693    2,574,536   2,574,536  

          患者数  158,352 → 143,469     

          単 価   14,889 →  17,945     

       [172,857]    

（３）その他医業収益        170,719 198,336    198,336  

     

     

        安芸病院         30,879 37,654     37,654  

     

     

        芸陽病院          3,115 2,924     2,924  

     

     

        幡多けんみん病院        136,725         157,758    157,758  

     

     

      (a)室料差額収益         80,462          74,111    74,111  

     

     

     

      (b)公衆衛生活動収益         25,698          38,232    38,232  

     

     

     

      (c)医療相談収益          5,941           4,796     4,796  

     

     

     

      (d)受託検査施設利用収益         10,429           8,166     8,166  

     

     

     

      (e)その他医業収益 48,189          73,031    73,031  

     

     

     

     

※特記事項       



 

平成２２年度歳入予算見積書（その３－２） 

                     （単位：千円） 

・細々目事業の目的、内容、根拠法令、見積概要 
[前々年度決算額] 

前年度予算額 
見 積  額 ※査  定  額 

 

・事業を廃止(休止)した場合に想定される問題点 （財源内訳） （財源内訳） （財源内訳）  

     [2,072,751]    

２．医業外収益      2,021,889 2,205,730 2,223,759  

     

     [1,948,549]    

（１）他会計負担金      1,948,758 2,126,951 2,151,154  

     

     

     

        安芸病院        550,029         521,193 516,093  

     

     

     

        芸陽病院        352,667         466,999 462,448  

     

     

     

        幡多けんみん病院      1,046,062       1,138,759 1,172,613  

     

     

         [3,759]    

（２）他会計補助金         18,392          24,511 21,217  

      一般会計補助金      1,517 

         健康づくり課補助金 2,633 

    

     医療薬務課補助金  17,067     

              

        安芸病院          7,656       8,487 8,969  

     （うち健康づくり課補助金   480） 

     （うち医療薬務課補助金  8,140） 

    

     

     

        芸陽病院          1,289 1,168 1,168  

     

     

        幡多けんみん病院          9,447 14,856 11,080  

     （うち健康づくり課補助金 2,153）     

（うち医療薬務課補助金   8,927）     

        [38,861]    

（３）国庫補助金         32,664          32,356 32,356  

     

     

        [81,582]    

（４）その他医業外収益         22,075          21,912 19,032  

     

     

      (a)不用品売却収益     

     

     

      (b)その他医業外収益         22,075          21,912 19,032  

     

     

※特記事項       



 

平成２２年度歳入予算見積書（その３－２） 

                     （単位：千円） 

・細々目事業の目的、内容、根拠法令、見積概要 
[前々年度決算額]  

前年度予算額 
見 積  額 ※査  定  額 

 

・事業を廃止(休止)した場合に想定される問題点 （財源内訳） （財源内訳） （財源内訳）  

     

         [1,080]    

３．特別利益             3               3 3  

     

     

（１）過年度損益修正益             3               3 3  

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

※特記事項       



（別記第３号様式） 

平成２２年度歳出予算見積書（その３） 

                    （単位：千円） 

細目事業名 病院事業費用 ※課長（ 内示 保留 内保 ）部長（ 内示 保留 内保 ） 
 

前年度（既計上）予算額 見   積   額 ※ 査    定    額 
 

金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 
 

       

       

    12,759,864  13,058,050  13,153,969   

       

       

       

・細々目事業の目的、内容、根拠法令、見積概要 
[前々年度決算額]   

前年度予算額 
見  積  額 ※査  定  額 

 

・事業を廃止(休止)した場合に想定される問題点 （財源内訳） （財源内訳） （財源内訳）  

《病院事業費用》     

     

     

   [11,880,419]    

１．医業費用   12,288,065      12,593,101 12,689,017  

     

     

     

    安芸病院    3,322,604       3,179,543 3,275,184  

     

     

     

    芸陽病院      1,050,203 1,102,470 1,077,584  

     

     

     

      幡多けんみん病院      7,915,258       8,311,088 8,336,249  

     

     

     [6,151,811]    

（１）給与費      6,016,117 6,009,472 6,126,030  

     

     

     

        安芸病院      1,868,625       1,761,341 1,857,964  

     

     

     

        芸陽病院        723,923         797,623 772,494  

     

     

     

        幡多けんみん      3,423,569       3,450,508 3,495,572  

     

     

     

     

※特記事項      



 

平成２２年度歳出予算見積書（その３－２） 

                     （単位：千円） 

・細々目事業の目的、内容、根拠法令、見積概要 
[前々年度決算額]    

前年度予算額 
見 積  額 ※査  定  額 

 

・事業を廃止(休止)した場合に想定される問題点 （財源内訳） （財源内訳） （財源内訳）  

     

     

     (a)給料      2,454,995       2,419,960 2,453,719  

     

     

     

     (b)手当      2,126,725       2,073,817 2,110,043  

     

     

     

     (c)賃金        300,524         275,919 275,919  

     

     

     

     (d)報酬         12,320 11,020 11,020  

     

     

     

     (e)法定福利費        880,192         871,756 918,329  

     

     

     

     (f)退職給与金        241,361         357,000 357,000  

     

     

     [3,116,341]    

（２）材料費      3,074,915       3,242,690 3,259,495  

     

     

     

       安芸病院        553,778 481,008 499,315 

 

 

     

     

     

       芸陽病院         49,376 45,161 45,161  

     

     

     

        幡多けんみん病院      2,471,761 2,716,521 2,715,019  

     

     

     

     

     

     

     

     

     

                                                                                                  

※特記事項   

 



平成２２年度歳出予算見積書（その３－２） 

                     （単位：千円） 

・細々目事業の目的、内容、根拠法令、見積概要 
[前々年度決算額]    

前年度予算額 
見 積  額 ※査  定  額 

 

・事業を廃止(休止)した場合に想定される問題点 （財源内訳） （財源内訳） （財源内訳）  

     

     

     

    (a)薬品費      2,163,560       2,376,192 2,388,326  

     

     

     

         安芸病院        355,496 317,592 329,726  

     

     

     

         芸陽病院         42,429          38,598 38,598  

     

     

     

         幡多けんみん      1,765,635       2,020,002 2,020,002  

      

     

     

    (b)診療材料費        903,929         854,271 860,444  

     

     

     

         安芸病院        197,062         161,546 167,719  

     

     

     

         芸陽病院          6,062           5,679 5,679  

     

     

     

         幡多けんみん病院        700,805         687,046 687,046  

     

     

     

   (c)給食材料費          3,131           3,838 3,838  

     

     

     

        安芸病院            650           1,303 1,303  

     

     

     

        芸陽病院            610             610 610  

     

     

     

        幡多けんみん病院          1,871           1,925 1,925  

     

     

※特記事項      

 



平成２２年度歳出予算見積書（その３－２） 

                     （単位：千円） 

・細々目事業の目的、内容、根拠法令、見積概要 
[前々年度決算額]    

前年度予算額 
見 積  額 ※査  定  額 

 

・事業を廃止(休止)した場合に想定される問題点 （財源内訳） （財源内訳） （財源内訳）  

     

     

   (d)医療消耗備品費          4,295           8,389 6,887  

     

     

     

        安芸病院            570             567 567  

     

     

     

        芸陽病院            275             274 274  

     

     

     

        幡多けんみん病院          3,450           7,548 6,046  

     

     

     [1,945,769]    

（３）経費      2,189,603       2,302,126 2,269,074  

     

     

     

        安芸病院        667,266         698,749 679,460  

     

     

     

        芸陽病院        201,681         193,455 193,698  

     

     

     

        幡多けんみん病院      1,320,656       1,409,922 1,395,916  

     

     

     

    (a)厚生福利費          6,207           7,113 7,113  

     

     

     

    (b)報償費         84,216          97,719 97,719  

     

     

     

    (c)旅費交通費         12,324          12,708 12,408  

     

     

     

    (d)職員被服費          8,602           8,137 8,137  

     

     

     

※特記事項      

 



平成２２年度歳出予算見積書（その３－２） 

                     （単位：千円） 

・細々目事業の目的、内容、根拠法令、見積概要 
[前々年度決算額]    

前年度予算額 
見 積  額 ※査  定  額 

 

・事業を廃止(休止)した場合に想定される問題点 （財源内訳） （財源内訳） （財源内訳）  

     

     

    (e)消耗品費         84,518          85,392 84,424  

     

     

     

    (f)消耗備品費          5,036           4,088 4,088  

     

     

     

    (g)光熱水費        174,216 174,042 174,042  

     

     

     

    (h)燃料費        113,217          93,394 88,109  

     

     

     

    (i)印刷製本費         16,594          10,687 10,687  

     

     

     

    (j)修繕費         90,767          91,280 83,422  

     

     

     

    (k)保険料         32,390 34,775 34,262  

     

     

     

    (l)交際費            150 150 150  

     

     

     

    (m)賃借料         62,908          64,564 64,564  

     

     

     

    (n)通信運搬費         13,019 15,308 15,308  

     

     

     

    (o)委託費      1,454,497       1,572,480 1,554,070  

     

     

     

    (p)負担金諸会費         13,633          10,426 10,708  

     

     

     

※特記事項      

 



平成２２年度歳出予算見積書（その３－２） 

                     （単位：千円） 

・細々目事業の目的、内容、根拠法令、見積概要 
[前々年度決算額]    

前年度予算額 
見 積  額 ※査  定  額 

 

・事業を廃止(休止)した場合に想定される問題点 （財源内訳） （財源内訳） （財源内訳）  

     

     

    (q)雑費         17,309          19,863 19,863  

     

     

       [669,659]    

（４）減価償却費        954,002         968,405 968,405  

     

     

     

    (a)建物減価償却費        457,898         457,903 457,903  

     

     

     

    (b)構築物減価償却費         32,118 32,118 32,118  

     

     

     

    (c)器械備品減価償却費        463,035         477,276 477,276  

     

     

     

    (d)車両減価償却費            951           1,108 1,108  

     

    [63,147]    

（５）資産減耗費          9,642          19,709 19,709  

     

     

    (a)たな卸資産減耗費            736             709 709  

     

     

    (b)固定資産除却費          8,906 19,000 19,000  

     

     

     [35,689]    

（６）研究研修費         43,786 50,699 46,304  

     

     

     

       安芸病院         13,692 13,081 13,081  

     

     

     

       芸陽病院          4,166           4,723 4,723  

     

     

     

       幡多けんみん病院         25,928          32,895 28,500  

     

     

※特記事項      

 



平成２２年度歳出予算見積書（その３－２） 

                     （単位：千円） 

・細々目事業の目的、内容、根拠法令、見積概要 
[前々年度決算額]    

前年度予算額 
見 積  額 ※査  定  額 

 

・事業を廃止(休止)した場合に想定される問題点 （財源内訳） （財源内訳） （財源内訳）  

     

     

    (a)研究費          3,115           3,115 3,115  

     

     

     

         安芸病院            600 600 600  

     

     

     

         芸陽病院            240             240 240  

     

     

     

         幡多けんみん          2,275           2,275 2,275  

     

     

     

    (b)研修費         30,020          36,973 32,578  

     

     

     

         安芸病院         10,489 9,916 9,916  

     

     

     

         芸陽病院          2,800           3,360 3,360  

     

     

     

         幡多けんみん病院         16,731          23,697 19,302  

     

     

     

     (c)図書費         10,651 10,611 10,611  

     

     

     

          安芸病院          2,603 2,565 2,565  

     

     

     

          芸陽病院          1,126           1,123 1,123  

     

     

     

          幡多けんみん          6,922           6,923 6,923  

     

     

     

※特記事項      

 



平成２２年度歳出予算見積書（その３－２） 

                     （単位：千円） 

・細々目事業の目的、内容、根拠法令、見積概要 
[前々年度決算額]    

前年度予算額 
見 積  額 ※査  定  額 

 

・事業を廃止(休止)した場合に想定される問題点 （財源内訳） （財源内訳） （財源内訳）  

     

    [457,757]    

２．医業外費用        425,378 408,633 408,636  

     

     

     

      安芸病院         77,071          71,850 71,850  

     

     

     

      芸陽病院         20,830          18,421 18,424  

     

     

     

      幡多けんみん病院        327,477         318,362 318,362  

     

     

       [350,950]    

（１）支払利息及び企業債取扱諸費        362,620 347,138 347,138  

     

     

     

      (a)企業債利息        356,083         337,188 337,188  

     

     

      (b)長期借入金利息          5,635           7,176 7,176  

     

      

      (c)一時借入金利息             34              34 34  

     

     

      (d)企業債引受手数料            868           2,740 2,740  

     

     [52,775]    

（２）控除対象外消費税消却         57,009          56,039 56,039  

     

     

      [0]    

（３）消費税及び地方消費税          4,842           4,663 4,666  

     

     

        [54,032]    

（４）雑損失            907 793 793  

     

     

     

     

     

     

     

※特記事項      

          



平成２２年度歳出予算見積書（その３－２） 

                     （単位：千円） 

・細々目事業の目的、内容、根拠法令、見積概要 
[前々年度決算額]    

前年度予算額 
見 積  額 ※査  定  額 

 

・事業を廃止(休止)した場合に想定される問題点 （財源内訳） （財源内訳） （財源内訳）  

     

        [86,082]    

３．特別損失         46,421          56,316 56,316  

     

     

     

（１）過年度損益修正損         46,418 56,313 56,313  

     

     

     

      (a)保険査定減         36,173          42,883 42,883  

     

     

     

      (b)その他過年度損益修正損         10,245 13,430 13,430  

     

     

     

（３）その他特別損失              3               3 3  

     

     

     

《収支差》      △643,479       △964,520 △1,042,410 

 

 

     

     

     

   安芸病院    △365,482 △570,080 △670,339  

     

     

     

   芸陽病院         93,325          67,390 87,722  

     

     

     

   幡多けんみん病院      △371,322       △461,830 △459,793  

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

※特記事項      

 



.（別記第３号様式） 

平成２２年度歳入予算見積書（その３） 

                    （単位：千円） 

事業名 本庁事業収益 ※課長（ 内示 保留 内保 ）部長（ 内示 保留 内保 ） 
 

前年度（既計上）予算額 見   積   額 ※ 査    定    額 
 

金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 
 

       

       

       126,568  141,112  140,884   

       

       

       

・細々目事業の目的、内容、根拠法令、見積概要 
[前々年度決算額] 

前年度予算額 
見  積  額 ※査  定  額 

 

・事業を廃止(休止)した場合に想定される問題点 （財源内訳） （財源内訳） （財源内訳）  

      [114,742]    

１ 医業外収益        126,567 141,112 140,883  

     

（１）受取利息配当金          1,054      500 500  

     

    定期預金等の利子収入          1,054      500 500  

        （416,185,002円×0.12%）     

（２）一般会計負担金         11,269     13,178 14,061  

     

      研究研修費          2,973      4,666 4,277  

     

      地共済追加費用          5,828     4,985 4,985  

     

    基礎年金拠出金          1,939     2,977 2,977  

     

      児童手当 

 

           529      550 550  

こども手当  1,272 1,272  

     

（３）一般会計補助金        114,234    123,822 122,711  

     

      病院管理経費        114,234    123,822 122,711  

     

     

（４）その他医業外収益             10     3,611 3,611  

      総合診療医養成研修関連  3,601 

※地域医療再生機構より 

 

    

         [ 0 ]    

２ 特別利益              1       1 1  

     

（１）過年度損益修正益              1       1 1  

     

     

     

     

     

※特記事項      



（別記第３号様式） 

平成２２年度歳入予算見積書（その３） 

                    （単位：千円） 

事業名 本庁事業収益（中央病院関連） ※課長（ 内示 保留 内保 ）部長（ 内示 保留 内保 ） 
 

前年度（既計上）予算額 見   積   額 ※ 査    定    額 
 

金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 
 

       

       

       

       

       

       

・細々目事業の目的、内容、根拠法令、見積概要 
[前々年度決算額]

前年度予算額 
見  積  額 ※査  定  額 

 

・事業を廃止(休止)した場合に想定される問題点 （財源内訳） （財源内訳） （財源内訳）  

 [53,325]    

１ 医業外収益     

     

（１）その他医業外収益     

     

   目的外使用料（四国電力等）     

     

  [53,325]    

２ 特別利益     

     

（１）過年度損益修正益     

     

      返却分再請求     

     

           

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

※特記事項      



（別記第３号様式） 

平成２２年度歳出予算見積書（その３） 

                    （単位：千円） 

事業名 本庁事業費用 ※課長（ 内示 保留 内保 ）部長（ 内示 保留 内保 ） 
 

前年度（既計上）予算額 見   積   額 ※ 査    定    額 
 

金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 
 

       

       

      126,568       141,112     140,884                    

       

       

       

・細々目事業の目的、内容、根拠法令、見積概要 
[前々年度決算額] 

前年度予算額 
見  積  額 ※査  定  額 

 

・事業を廃止(休止)した場合に想定される問題点 （財源内訳） （財源内訳） （財源内訳）  

 
      [114,742] 

   

病院管理事業                                              126,568 141,112 140,884  

 ・目的     

     病院事業全体の管理、指導、調整     

  ・内容     

      本庁の職員給与、本庁の事務費     

    各病院指導・調整、自主企画研修等     

       [113,862]     

１  医業費用         126,552         141,108 139,880  

     

（１）給与費         103,873         111,229 112,488  

      （12人→13人）     

     

      ①給料         50,845          56,325 56,408  

     

      ②手当          33,336          33,893 35,038  

     

      ③賃金           1,828           1,828 1,828  

        臨時   12月     

     

     ④法定福利費          17,776          19,095 19,126  

     

      ⑤退職給与金              88              88 88  

     

     

（２）経費          16,733          20,547 18,838  

     

      ①負担金           6,125           7,094 7,094  

     

         都道府県立病院事業管理者等連絡会等              24              24 24  

     

         情報企画負担金           5,952           6,895 6,895  

     

     旅費システム負担金              98             124 124  

     

          その他        51              51 51  

     

※特記事項      



平成２２年度歳出予算見積書（その３－２） 

                     （単位：千円） 

・細々目事業の目的、内容、根拠法令、見積概要 
[前々年度決算額]  

前年度予算額 
見 積  額 ※査  定  額 

 

・事業を廃止(休止)した場合に想定される問題点 （財源内訳） （財源内訳） （財源内訳）  

     

      ②報償費          2,065 2,217 2,217  

     

     退職記念品料            105             105 105  

            ＠5,000×20人×1.05     

     

          顧問弁護士報償            600             600 600  

     

          プロポーザル審査会関連     

      委員謝金 

      ＠60,000×3人×2回 

       

 

提案者報償費 

 

360 

 

 

1,000 

 

    （終了） 

 

 

    （終了） 

  

      ＠200,000×5社     

     

          

          総合医養成プログラム関連 

       検討会委員謝金 

      ＠30,000×6人×4回 

       分科会委員謝金 

      ＠30,000×6人×4回 

 

          経営健全化推進委員会関連 

       推進委員謝金 

      ＠9,000円×4人×2回 

 

 

 

 

 

 

 

 

     1,440 

 

 

 

 

 

72 

 

1,440 

 

 

 

 

 

72 

 

      ③委託費            185       707 707  

     

          給与計算委託等            185       707 707  

     

      ④交際費             80       150 150  

     

      ⑤厚生福利費            210             304 304  

     

          人間ドック・定期健康診断            114             207 207  

          互助会負担金             96              97 97  

                           

      ⑥その他事務費          8,068      10,075 8,366  

     

（３）減価償却費     

     

（４）資産減耗費     

     

（５）研究研修費          5,946      9,332 8,554  

     

      ①研修費          5,896      9,232 8,504  

     

      ②図書費             50       100 50  

     

※特記事項      

 



平成２２年度歳出予算見積書（その３－２） 

                     （単位：千円） 

・細々目事業の目的、内容、根拠法令、見積概要 
[前々年度決算額]  

前年度予算額 
見 積  額 ※査  定  額 

 

・事業を廃止(休止)した場合に想定される問題点 （財源内訳） （財源内訳） （財源内訳）  

           [880]    

２ 医業外費用             15        3 3  

     

（１）繰延勘定償却             15        3 3  

     

            [0]    

３ 特別損失              1        1 1  

     

（１）過年度損益修正損              1        1 1  

     

 

４ 予備費 

   

1,000 

 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

     

     

     

※特記事項      



 

（別記第３号様式） 

平成２２年度歳出予算見積書（その３） 

                    （単位：千円） 

事業名 本庁事業費用（中央病院関連） ※課長（ 内示 保留 内保 ）部長（ 内示 保留 内保 ） 
 

前年度（既計上）予算額 見   積   額 ※ 査    定    額 
 

金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 
 

       

       

       1,264       500  500   

       

       

       

・細々目事業の目的、内容、根拠法令、見積概要 
[前々年度決算額]  

前年度予算額 
見  積  額 ※査  定  額 

 

・事業を廃止(休止)した場合に想定される問題点 （財源内訳） （財源内訳） （財源内訳）  

 中央病院関連 
          [991] 

   

   ・目的          1,264       500 500  

        維持管理等         

  ・内容     

    維持管理経費（宿舎修繕等）     

    不能欠損等     

         

 [991]    

１ 医業費用          1,264       500 500  

     

（１）経費          1,264       500 500  

     

      ①光熱水費              6    

     

      ②委託費          1,000       500 500  

        不動産鑑定料     

        宿舎修繕等          1,000       500 500  

     

     ③雑費            258    

    競売広告費用     

         [ 0 ]    

２ 特別損失                            

     

（１）過年度損益修正損     

     

      ①保険査定減     

     

      ②その他過年度損益修正損（不能欠損等）     

     

        不能欠損等     

        国庫補助返還金（中央病院財産処分）     

     

     

     

     

※特記事項         

 



（別記第３号様式） 

平成２２年度歳入予算見積書（その３） 

                    （単位：千円） 

細目事業名 一般会計繰入金 ※課長（ 内示 保留 内保 ）部長（ 内示 保留 内保 ） 
 

前年度（既計上）予算額 見   積   額 ※ 査    定    額 
 

金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 
 

       

          

  2,721,631  3,094,469  3,123,484   

       

       

       

・細々目事業の目的、内容、根拠法令、見積概要 
[前々年度決算額]

前年度予算額 
見  積  額 ※査  定  額 

 

・事業を廃止(休止)した場合に想定される問題点 （財源内訳） （財源内訳） （財源内訳）  

《一般会計負担金》 
 [2,443,290] 

   

  2,583,350 2,950,623 2,976,916  

    [705,664]    

１．建設改良に要する経費        818,718 975,115 974,477  

  １）趣旨     

      病院の建設改良費について一般会計が負担す     

  るための経費     

  ２）内容     

      特定財源を除く病院の建設改良費の２分の１     

  及び企業債元利償還金の３分の２     

     

    ・建設改良費         41,659 10,181 9,543  

     

    ・企業債元金        545,216         745,103 745,103  

     

    ・企業債利息        231,843         219,831 219,831  

     

 [2,739]    

２．へき地医療の確保に要する経費          2,485 2,298 2,298  

  １）趣旨     

      へき地における医療の確保を図るために必要     

  な経費について、一般会計が負担するための経     

  費     

  ２）内容     

      地域において中核的役割を果たしている病院     

  が、巡回診療等を行うために必要な経費等のう     

  ち、その収入をもって充てることができない額     

     

     ・無医地区巡回診療（安芸）          1,417 1,513 1,513  

     

     ・地域医療室（幡多）          1,068 785 785  

     

     

     

     

     

     

※特記事項     



平成２２年度歳入予算見積書（その３－２） 

                     （単位：千円） 

・細々目事業の目的、内容、根拠法令、見積概要 
[前々年度決算額] 

前年度予算額 
見 積  額 ※査  定  額 

 

・事業を廃止(休止)した場合に想定される問題点 （財源内訳） （財源内訳） （財源内訳）  

３．結核病院の運営に要する経費 
      [74,488] 

   

         75,764 63,988 63,988  

 １）趣旨     

    結核病院の運営に要する経費について、一般     

  会計が負担するための経費     

 ２）内容     

   結核病院の運営に要する経費のうち、その経     

  営の収入をもって充てることができないと認め     

  られるものに相当する額     

   ・結核病床減収補てん     

       [264,509]    

４．精神病院の運営に要する経費        283,396     386,953 388,018  

 １）趣旨     

   精神病院の運営に要する経費について、一般     

  会計が負担するための経費     

 ２）内容     

   精神病院の運営に要する経費のうち、その経     

  営に伴う収入をもって充てることができないと     

  認められるものに相当する額     

   ・精神病院減収補てん     

        [59,797]    

５．リハビリ医療         51,621          40,369 41,868  

 １）趣旨     

   リハビリテ－ション医療の実施に要する経費     

  について、一般会計が負担するための経費     

 ２）内容     

   リハビリテ－ション医療の実施に要する経費     

  のうち、これに伴う収入をもって充てることが     

  できないと認められるものに相当する額     

       ［10,174］    

６．院内保育所の運営        11,311          13,093 13,093  

 １）趣旨     

   病院内保育所の運営に要する経費について、一般     

  会計が負担するための経費     

 ２）内容     

   病院内保育所の運営に要する経費のうち、その     

  経営に伴う収入をもって充てることができないと     

  認められるものに相当する額     

        

       [544,413]    

７．小児・周産期医療        478,459         425,700 506,201  

 １）趣旨     

   小児・周産期医療の実施に要する経費について、     

  一般会計が負担するための経費     

 ２）内容     

   小児・周産期医療の実施に要する経費のうち、こ     

  れに伴う収入をもって充てることができないと認     

  められるものに相当する額     

     

           

     

※特記事項     



平成２２年度歳入予算見積書（その３－２） 

                     （単位：千円） 

・細々目事業の目的、内容、根拠法令、見積概要 
[前々年度決算額] 

前年度予算額 
見 積  額 ※査  定  額 

 

・事業を廃止(休止)した場合に想定される問題点 （財源内訳） （財源内訳） （財源内訳）  

       [222,981]    

８．救急医療の確保に要する経費        248,298         207,074 214,939  

  １）趣旨     

      救急医療の確保に要する経費について、一般     

  会計が負担するための経費     

  ２）内容     

      救急病院における医師等の待機及び空床の確     

  保等救急医療の確保に必要な経費に相当する額     

      ・待機経費        139,505         101,636 108,271  

      ・空床補償        103,922          98,135 98,135  

      ・救急手当 4,871           7,303 8,533  

      [138,446]    

９．高度医療に要する経費        168,142         179,609 184,435  

     

  １）趣旨     

      高度な医療で採算をとることが困難であって     

    も、公立病院として行わざるをえないものの実     

    施に要する経費について、一般会計が負担する     

    ための経費     

  ２）内容     

      高度特殊な医療の実施に要する経費のうちこ     

    れに伴う収入をもって充てることができないと     

    認められるものに相当する額     

  ３）見積概要     

      ・高度医療機器（元利償還の1/2）         39,094      59,691 59,691  

      ・集中治療室（ＩＣＵ）        102,495          94,772 99,596  

    ・感染症空床補償         24,949          24,474 24,474  

・病理解剖経費          1,604             672 674  

     

        [22,955]    

１０．保健衛生行政事務に要する経費         23,319 77,634 71,543  

  １）趣旨     

      集団検診、医療相談等保健衛生に関する行政     

  として行われる事務に要する経費について、一     

  般会計が負担するための経費     

  ２）内容     

      集団検診、医療相談等に要する経費のうち、     

  これに伴う収入をもって充てることができない     

  と認められるものに相当する額     

     

      看護師養成         16,856          62,477 65,087  

      ・講義時間に対する給与費補填     

      ・兼務職員の給与     

      ・総合看護専門学校実習棟経費     

     

      医療相談等経費          6,463           6,362 6,456  

      ・相談員給与     

      ・検診等     

      ・講師及び健康相談等     

      ・各種審議会等 

 

    

※特記事項     

 



平成２２度歳入予算見積書（その３－２） 

                     （単位：千円） 

・細々目事業の目的、内容、根拠法令、見積概要 
[前々年度決算額] 

前年度予算額 
見 積  額 ※査  定  額 

 

・事業を廃止(休止)した場合に想定される問題点 （財源内訳） （財源内訳） （財源内訳）  

   地域医療連携ネットワーク維持経費 

   ・幡多医療圏の連携体制の動きを推進するため、 

地域の中核的な役割を担う幡多けんみん病院 

が、電子カルテ等の情報を共有するために導 

入した地域医療連携ネットワークシステムの 

維持管理経費 

 

      8,795 

 

 

0  

     

１１．経営基盤強化対策      [296,872]           

        314,274         247,426 249,200  

 ①医師・看護師等の研究研修         23,510          28,570 27,430  

 １）趣旨     

      医師及び看護師等の研究研修に要する経費の     

  一部について繰出すための経費     

 ２）内容     

   医師及び看護師等の研究研修に要する経費の     

  １／２     

     

 ②共済追加費用の負担に要する経費        290,764         218,856 221,770  

 １）趣旨     

      病院事業会計に係る共済追加費用の負担に要     

  する経費の一部について繰り出すための経費     

  ２）内容     

      共済追加費用の負担額の一部     

     

       [100,253]    

１２．その他        107,563         145,677 170,693  

     

 ①基礎年金拠出金に係る公的負担に要する経費         94,328         129,159 130,978  

  １）趣旨     

      病院事業会計に係る基礎年金拠出金に係る公     

  的負担に要する経費の全部又は一部について繰     

  り出すための経費     

  ２）内容     

   病院事業職員に係る基礎年金拠出金に係る公     

  的負担額     

     

 ②児童手当に要する経費         11,595          14,878 13,639  

  １）趣旨     

      病院事業職員に係る児童手当に要する経費の     

  うち、３歳から小学校就学前の児童に係るもの     

  に要する経費について一般会計が負担するため     

  の経費     

 ２）内容     

   病院事業職員に係る児童手当のうち、３歳か     

  ら小学校就学前の児童を対象とする特例給付に     

  要する額     

     

     

     

     

※特記事項     



 

平成２２年度歳入予算見積書（その３－２） 

                     （単位：千円） 

・細々目事業の目的、内容、根拠法令、見積概要 
[前々年度決算額] 

前年度予算額 
見 積  額 ※査  定  額 

 

・事業を廃止(休止)した場合に想定される問題点 （財源内訳） （財源内訳） （財源内訳）  

 ③公的病院等特殊診療部門運営費補助金の一般財          1,640 1,640 1,032  

  源化     

 １）趣旨     

   公的病院等特殊診療部門運営費補助金が平成     

  ５年度より一般財源化されたことに伴う措置     

 ２）内容     

      国庫補助金一般財源化による影響額     

 ④子ども手当  25,044 25,044  

１３.医師確保対策に要する経費  185,687 96,163  

１）趣旨 

  公立病院に勤務する医師の勤務環境の改善に 

 要する経費の一部について繰り出すための経費 

２）内容 

  国家公務員である病院等勤務医師について講 

じられる措置を踏まえて行う公立病院に勤務す 

る医師の勤務環境の改善に要する経費のうち、 

経営に伴う収入を持って充てることが客観的に 

困難であると認められるものに相当する額とす 

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

     

     ・地域手当上乗せ（14%→15%へ） 

     ・医師公舎借上料 

     ・医師事務補助作業補助 

        ・電子カルテ維持管理経費 

     ・初任給調整手当 

 

 

30,693 

9,986 

28,504 

     116,504 

68,439 

 

 

4,302 

9,866 

13,556 

0 

68,439 

 

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

※特記事項     



 

平成２２度歳入予算見積書（その３－２） 

                     （単位：千円） 

・細々目事業の目的、内容、根拠法令、見積概要 
[前々年度決算額] 

前年度予算額 
見 積  額 ※査  定  額 

 

・事業を廃止(休止)した場合に想定される問題点 （財源内訳） （財源内訳） （財源内訳）  

《一般会計補助金》（法第１７条の３）     [130,633]           

       138,281         143,846 146,568  

      [25,250]    

1.建設改良費        24,047 23,857 23,857  

  １）趣旨     

      病院の建設改良費について一般会計から補助     

    を受ける額     

  ２）内容     

      平成元年度までの元利償還金の３分の１の額     

  ３）見積概要     

     

       ・企業債元金         22,207 22,340 22,340  

       ・企業債利子          1,840 1,517 1,517  

     

       [105,383]    

２．病院管理経費        114,234         119,989 122,711  

  １）趣旨     

   各病院の独立採算性を徹底するため公営企業局     

  本庁の収支差について補助を受けるもの     

  ２）内容     

      本庁の医療外収益等の収入から給与費、経費等     

  の費用を差し引いた額     

  ３）見積概要     

     

      収益         12,334          15,445 18,173  

     

        ・医業外収益等          1,065 4,112 4,112  

     

        ・一般会計繰入金         11,269          11,333 14,061  

     

      費用        126,568 135,434 140,884  

     

      差引        114,234         119,989 122,711  

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

※特記事項     

 



平成２２度歳入予算見積書 

病院事業会計 

(単位：千円) 

款  資本的収入 項  借入金 目   

細目事業見積額  ※課長（ 内示 保留 内保 ）部長（ 内示 保留 内保 ） 
 

前年度（既計上）予算額 見   積   額 ※査  定   額  

金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 金  額 財源内訳  

       

       

       299,800 

 

 442,517  441,895   

       

       

・細々目事業の目的、内容、根拠法令、見積概要 
[前々年度決算額]

前年度予算額 
見 積 額 ※査  定  額 

 

・事業を廃止(休止)した場合に想定される問題点 （財源内訳） （財源内訳） （財源内訳）  

 ＜他会計借入金＞     

 [206,451]    

   ・収支不足額に対する一般会計からの借入金       299,800 442,517 441,895  

     

     

 積算内訳  

  

      款・項・目 前年度予算額 見  積  額 ※決 定 額    備  考   

 資本的収入        Ａ    1,149,159 1,733,199 1,711,404    

  企業債      479,400 897,800   870,400    

  負担金      623,323 812,322   811,701    

  補助金       24,767 23,076    29,303    

  委託金                   

  雑収入            1 1      1    

  その他資本的収入       21,668      

 内部留保資金 Ｂ                   

 資本的支出        Ｃ    1,448,959 2,175,716  2,153,300    

  建設改良費      586,948 918,866   896,450    

   建設費       72,846 361,540   360,267    

   改良費      514,102 557,326   536,183    

  企業債等償還金      862,011 1,256,850  1,256,850    

   企業債償還金      862,011 1,256,850  1,256,850    

   他会計償還金       

 資本外支出        Ｄ       

 収支不足額 A+B-C-D      299,800 442,517   441,895    

  

  

   

＊特記事項     

 



平成２２度歳入予算見積書 

病院事業会計 

(単位：千円) 

款  資本的収入 項  負担金 目   

細目事業見積額  ※課長（ 内示 保留 内保 ）部長（ 内示 保留 内保 ）  

前年度（既計上）予算額 見   積   額 ※査   定   額  

金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 金  額 財源内訳  

       

       

    623,323  812,322     811,701   

       

       

・細々目事業の目的、内容、根拠法令、見積概要 
[前々年度決算額]

前年度予算額 
見 積 額 ※査  定  額 

 

・事業を廃止(休止)した場合に想定される問題点 （財源内訳） （財源内訳） （財源内訳）  

 ＜他会計負担金＞     

 [486,584]    

  地方公営企業法第17条の２、施行令付則14に       623,323       812,322    811,701  

 基づく一般会計負担金     

     

1  建設改良費（建設費）     

   安芸地域県立病院整備事業 36,423  5,120     4,483  

     

     

２ 建設改良費（改良費） 5,236         5,044     5,060  

     

     

    ・幡多けんみん病院改良事業             7    

     

  ・県立病院改良事業          2,500         2,500     2,500  

     

   ・県立病院器械整備事業     

     

  ・県立病院器械備品等整備事業          2,729         2,544 2,560  

     

２ 企業債等償還金 581,664 802,158 802,158  

     

    ・企業債償還元金（定期償還分） 581,664       802,158 802,158  

        企業債償還元金の2/3(～H14)     

        企業債償還元金の1/2(H15～)     

    高度医療機器にかかる 

     企業債償還元金の1/2 

    

     

     

     

     

＊特記事項     



平成２２度歳入予算見積書 

病院事業会計 

(単位：千円) 

款  資本的収入 項  補助金 目   

細目事業見積額  ※課長（ 内示 保留 内保 ）部長（ 内示 保留 内保 ）  

前年度（既計上）予算額 見   積   額 ※査   定   額  

金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 金  額 財源内訳  

       

       

       24,767       23,076  29,303   

       

       

・細々目事業の目的、内容、根拠法令、見積概要 
[前々年度決算額]

前年度予算額 
見 積 額 ※査  定  額 

 

・事業を廃止(休止)した場合に想定される問題点 （財源内訳） （財源内訳） （財源内訳）  

 ＜補助金＞     

 [33,404]    

  他会計補助金（地方公営企業法第17条の３）        24,767 23,076 29,303  

     

     企業債償還元金        22,207 22,340 22,340  

    補助基準： 元年度までの企業債元金償     

         還金の1/3（定期償還分）     

          ２年度以降は対象外     

     

 健康づくり課補助金     2,160      736 736  

   人工呼吸器購入 

   ＨＥＰＡフィルター付パーティション 

2,160  

     736 

 

736 

 

     

  医療薬務課補助金 

   地域医療体制整備事業費 

 

400 

   

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

＊特記事項   



（別記第３号様式）                        ※の部分は記載しないでくだ

さい。 

平成２２年度歳入予算見積書（その３－２） 
（単位：千円） 

 課名： 

※

区

分 

・細々目事業の目的、内容、根拠法令、見積概要 

（簡潔に記述してください。） 

[前々年度決算

額] 

前年度予算額 

（財源内訳） 

見  積  額 

 

（財源内訳） 

※決  定  額 

 

（財源内訳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高知ＤＭＡＴ設備整備事業費補助金 

 （医療薬務課補助金） 補助率 2/2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ［ 0 ］ 

 0 

 

6,227 

 

6,227 

※特記事項  

 



平成２２度歳入予算見積書 

病院事業会計 

(単位：千円) 

款  資本的収入 項  雑収入 目   

細目事業見積額                     ※課長（ 内示 保留 内保 ）部長（ 内示 保留 内保 ）  

前年度（既計上）予算額 見   積   額 ※査   定   額  

金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 金  額 財源内訳  

                                         

       

        1             1  1   

       

       

・細々目事業の目的、内容、根拠法令、見積概要 
[前々年度決算額]

前年度予算額 
見 積 額 ※査  定  額 

 

・事業を廃止(休止)した場合に想定される問題点 （財源内訳） （財源内訳） （財源内訳）  

 ＜雑収入＞     

 [6,883]    

 固定資産売却代金              1             1 1  

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

＊特記事項     



平成２２度歳入予算見積書 

病院事業会計 

(単位：千円) 

款  資本的収入 項  企業債 目   

細目事業見積額                    ※課長（ 内示 保留 内保 ）部長（ 内示 保留 内保 ）  

前年度（既計上）予算額 見   積   額 ※査   定   額  

金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 金  額 財源内訳  

       

       

     479,400      897,800  870,400   

       

       

・細々目事業の目的、内容、根拠法令、見積概要 
[前々年度決算額]

前年度予算額 
見 積 額 ※査  定  額 

 

・事業を廃止(休止)した場合に想定される問題点 （財源内訳） （財源内訳） （財源内訳）  

＜企業債＞   

[1,520,100] 

   

 479,400       897,800 870,400  

     

１． 建設改良費（改良費）       479,400    

 

     ・安芸地域県立病院整備事業 

 

  

   351,300 

 

351,300 

 

     ・幡多けんみん病院改良事業         4,300    

     

      ・県立病院器械整備事業        389,500 446,282 446,282  

     

   ・県立病院器械備品等整備事業         85,600 100,218 72,818  

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

＊特記事項    

 



平成２２度歳入予算見積書 

病院事業会計 

(単位：千円) 

款  資本的収入 項  その他資本的収入 目   

細目事業見積額                     ※課長（ 内示 保留 内保 ）部長（ 内示 保留 内保 ）  

前年度（既計上）予算額 見   積   額 ※査   定   額  

金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 金  額 財源内訳  

                                         

       

         

21,668 

                 

       

       

・細々目事業の目的、内容、根拠法令、見積概要 
[前々年度決算額]

前年度予算額 
見 積 額 ※査  定  額 

 

・事業を廃止(休止)した場合に想定される問題点 （財源内訳） （財源内訳） （財源内訳）  

      

 [0]    

 医療薬務課委託料 

  広域医療搬送拠点用資機材等整備委託料（SCU） 

              

21,668 

             

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

＊特記事項     

 



（別記第３号様式）                        ※の部分は記載しないでください。 

平成２２年度歳出予算見積書（その３） 
（単位：千円） 

 課室名：公営企業局県立病院課 

款 資本的支出 項 建設改良費 目 改良費 

細目事業名 県立病院改良事業 ※課長（ 内示 保留 内保 ）部長（ 内示 保留 内保 ） 

前年度（既計上）予算額 見   積   額 ※ 決    定    額 

金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 

 

5,000 

 

(借)   2,500 

(負)   2,500 

 

5,000 

 

(借) 2,500  

(負) 2,500  

 

   5,000 

 

(借) 2,500 

(負) 2,500 

※

区

分 

・細々目事業の目的、内容、根拠法令、見積概要 

・ＰＤＣＡサイクルに基づく見直し内容、改善点等 

（簡潔に記述してください） 

[前々年度決算額] 

前年度予算額 

（財源内訳） 

見  積  額 

 

（財源内訳） 

※決  定  額 

 

（財源内訳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．事業目的及び事業内容 

 公的医療機関として必要な施設の整備と維持

を図るため、各県立病院において、年度途中で

発生する緊急度の高い改良工事に対応する。 

 

 

 

２．事業費 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［0］ 

     5,000

  

 

 

 

 

 

 

 

 

5,000  

(借) 2,500  

(負) 2,500  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5,000 

(借) 2,500 

(負) 2,500 

※特記事項  

 



（別記第３号様式）                        ※の部分は記載しないでください。 

平成２２年度歳出予算見積書（その３） 
（単位：千円） 

 課室名：公営企業局県立病院課 

款 資本的支出 項 建設改良費 目 改良費 

細目事業名 県立病院器械整備事業 ※課長（ 内示 保留 内保 ）部長（ 内示 保留 内保 ） 

前年度（既計上）予算額 見   積   額 ※ 決    定    額 

金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 

 

389,500 

 

(債)389,500  

 

 

446,282 

 

(債)446,282  

  

 

446,282 

 

 (債)446，282   

※

区

分 

・細々目事業の目的、内容、根拠法令、見積概要 

・ＰＤＣＡサイクルに基づく見直し内容、改善点等 

（簡潔に記述してください） 

[前々年度決算額] 

前年度予算額 

（財源内訳） 

見  積  額 

 

（財源内訳） 

※決  定  額 

 

（財源内訳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．事業目的及び事業内容 

 高度医療器械等（購入予定価格が 5,000千円

以上）の更新及び新規（増設）導入を実施する

ことにより、各県立病院の医療機能の維持、高

度特殊医療等の機能の充実、業務の効率向上を

図る。 

 

２．高額医療器械 

 

 

 

 

 

 

（１）安芸病院 

 

   ・生化学自動分析装置 

   ・泌尿器科外来ビデオシステム 

   ・外科用超音波診断装置 

    

    

 

 

 

 

（２）芸陽病院 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

［1,392,850］ 

389,500  

(債)  389,500  

 

      

 

 

 

84,965  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4,000  

 

 

 

 

 

 

 

446,282  

(債)446,282  

 

  

 

 

 

42,420  

 

25,725  

9,345  

7,350  

 

 

  

 

 

 

0  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

446，282 

(債)446,282 

 

 

 

 

 

42,420 

 

25,725 

9,345  

7,350 

 

 

 

 

 

 

0 

※特記事項  

 



（別記第３号様式）                        ※の部分は記載しないでください。 

平成２２年度歳出予算見積書（その３－２） 
（単位：千円） 

 課室名：公営企業局県立病院課 

※

区

分 

・細々目事業の目的、内容、根拠法令、見積概要 

・ＰＤＣＡサイクルに基づく見直し内容、改善点等 

（簡潔に記述してください。） 

[前々年度決算額] 

前年度予算額 

（財源内訳） 

見  積  額 

 

（財源内訳） 

※決  定  額 

 

（財源内訳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）幡多けんみん病院 

 

   ・電子カルテシステム（先進機能追加） 

   ・生理検査情報システム 

   ・ＣＲシステム 

   ・体外衝撃波結石破砕装置 

   ・超音波診断装置（産婦人科） 

   ・超音波診断装置（耳鼻咽喉科） 

   ・血液浄化装置 

   ・人工呼吸器 

   ・外科用Ｘ線テレビ装置 

   ・外科用パスルレーザー手術装置 

    

    

    

    

    

 

 

 

300,535  

 

 

 

403,862  

 

7,342 

126,000   

136,500  

73,500  

10,452  

9,555  

11,025  

18,484 

5,775  

5,229  

  

 

403,862 

 

7,342 

126,000 

136,500 

73,500 

10,452 

9,555 

11,025 

18,484 

5,775 

5,229 

 

 

         

 

※特記事項  

 



（別記第３号様式）                        ※の部分は記載しないでください。 

平成２２年度歳出予算見積書（その３） 
（単位：千円） 

 課室名：公営企業局県立病院課 

款 資本的支出 項 建設改良費 目 改良費 

細目事業名 県立病院器械備品等整備事業 ※課長（ 内示 保留 内保 ）部長（ 内示 保留 内保 ） 

前年度（既計上）予算額 見   積   額 ※ 決    定    額 

金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 

 

      115,288 

  (債) 85,600 

  (借)  2,731 

  (負)  2,729 

  (補)  2,560 

  (他) 21,668 

 

106,044 

(債)100,218  

(借) 2,546  

(負) 2,544  

  (補)   736 

 

 

      84,901   

(債)72,818 

(借) 2,560 

(負) 2,560 

(補) 6,963 

※

区

分 

・細々目事業の目的、内容、根拠法令、見積概要 

・ＰＤＣＡサイクルに基づく見直し内容、改善点等 

（簡潔に記述してください） 

[前々年度決算額] 

前年度予算額 

（財源内訳） 

見  積  額 

 

（財源内訳） 

※決  定  額 

 

（財源内訳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．事業目的及び事業内容 

 老朽等により修理不能である器械備品等の更

新及び医学の進歩に対応できる機器の整備を図

り、県民に対するサービスの維持向上に努める。 

 

２．器械備品 

 

合計        66件 

 

 

 

 

 

３．起債対象 

 

 

 

 

 

 

４．その他 

 

（１）安芸病院 

（２）芸陽病院 

（３）幡多けんみん病院 

 

 

 

 

［140,246］ 

      115,288 

 (債) 85,600 

  (借)  2,731 

  (負)  2,729 

  (補)  2,560 

  (他) 21,668 

 

 

 

85,679  

 

 

 

 

 

 

26,609  

 

3,089  

828  

25,692  

 

 

 

 

 

 

106,044  

(債)100,218  

(借) 2,546  

(負) 2,544  

  (補)   736 

 

 

 

 

100,218  

 

 

 

 

 

 

5,826  

 

1,293  

271  

4,262  

 

 

 

 

84,901 

(債)72,818 

(借) 2,560 

(負) 2,560 

(補) 6,963 

 

         

 

 

72,818 

 

 

 

     

 

  

12,083 

        

7,520 

271 

4,292       

※特記事項  



（別記第３号様式）                        ※の部分は記載しないでください。 

平成２２年度歳出予算見積書（その３－２） 

（単位：千円） 

 課名：県立病院課 

※

区

分 

・細々目事業の目的、内容、根拠法令、見積概要 

（簡潔に記述してください。） 

[前々年度決算額] 

前年度予算額 

（財源内訳） 

見  積  額 

 

（財源内訳） 

※決  定  額 

 

（財源内訳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＤＭＡＴ設備整備事業費 

 

１ ＤＭＡＴユニフォーム 

 ２ 個人防護具 

 ３ 医療資機材用搬入用バッグ 

 ４ トランシーバー 

 ５ 簡易心電図モニター 

 ６ ポータブル人工呼吸器 

 ７ 輸液ポンプ 

 ８ 携帯型超音波診断装置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ［ 0 ］ 

     0 

 

6,227 

 

 

 

 

 

6,227 

※特記事項  

 



（別記第３号様式）                        ※の部分は記載しないでください。 

平成２２年度歳出予算見積書（その３） 

（単位：千円） 

 課室名：公営企業局県立病院課 

款 資本的支出 項 企業債等償還金 目 企業債償還金 

細目事業名 企業債償還金 ※課長（ 内示 保留 内保 ）部長（ 内示 保留 内保 ） 

前年度（既計上）予算額 見   積   額 ※ 決    定    額 

金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 

 

862,011 

 

 

 

(借)  258,139 

(負)  581,664 

(補)  22,207 

(雑)       1  

 

1,256,850 

 

 

 

(借)  432,351 

(負)  802,158 

(補)  22,340 

(雑)       1 

 

1,256,850 

 

 

 

(借)  432,351 

(負)  802,158 

(補)  22,340 

(雑)       1 

※

区

分 

・細々目事業の目的、内容、根拠法令、見積概要 

・ＰＤＣＡサイクルに基づく見直し内容、改善点等 

（簡潔に記述してください） 

[前々年度決算額] 

前年度予算額 

（財源内訳） 

見  積  額 

 

（財源内訳） 

※決  定  額 

 

（財源内訳） 

 １．企業債償還元金    ［719,402］   

 1,256,853千円      862,011    1,256,850    1,256,850 

  (借) 258,139 (借) 432,351 (借) 432,351 

  (負) 581,664 (負) 802,158 (負) 802,158 

  (補)  22,207 (補)  22,340 (補)  22,340 

  (雑)       1 (雑)       1 (雑)       1 

     

 （１）元年度までの借入企業債償還元金    

 67,019千円       66,623       67,019       67,019 

 (負)67,019千円×2/3=44,679千円 (負)  44,416 (負)  44,679 (負)  44,679 

 (補)67,019千円×1/3=22,340千円 (補)  22,207 (補)  22,340 (補)  22,340 

     

 （２）２～１４年度までの借入企業債償還元金      618,638      633,056      633,056 

 633,056千円 (借) 206,212 (借) 211,018 (借) 211,018 

 (借・雑)633,056千円×1/3=211,019円 (負) 412,425 (負) 422,037 (負) 422,037 

 (負)633,056千円×2/3=422,037円 (雑)       1 (雑)       1 (雑)        1 

    

 

   

 （３）１５年度以降の借入企業債償還元金    

 556,775千円    140,302     556,775     556,775 

 (借)556,775千円×1/2=278,388千円 

   278,388千円－57,055千円（高度医療） 

         ＝221,333千円 

(借)51,927 (借)221,333 (借)221,333 

 (負)556,775千円×1/2=278,387千円 (負)88,375 (負)335,442 (負)335,442 

 278,387千円＋57,055千円（高度医療） 

        ＝335,442千円 

           

   

 ※（３）１５年度以降の借入企業債償還金のうち、

高度医療機器の整備に係る借入企業債償還元

金（1/2）              114,109千円 

      36,448 

(負)  36,448 

57,055 

(負)  57,055 

57,055 

(負)  57,055 

           

 (負)114,109千円×1/2=57,055円    

     

 ※特記事項       

 



（別記第３号様式）                        ※の部分は記載しないでください。 

平成２２年度歳出予算見積書（その３） 

（単位：千円） 

 課室名：公営企業局県立病院課 

款 資本的支出 項 建設改良費 目 建設費 

細目事業名 安芸地域県立病院整備事業 ※課長（ 内示 保留 内保 ）部長（ 内示 保留 内保 ） 

前年度（既計上）予算額 見   積   額 ※ 決    定    額 

金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 

 

72,846 

 

 

 

 

(借)36,423 

(負)36,423 

 

 

361,540 

 

(借) 5,120 

(負)  5,120 

(債)351,300 

 

360,267 

 

(借) 4,484 

(負)  4,483 

(債)351,300 

※

区

分 

・細々目事業の目的、内容、根拠法令、見積概要 

・ＰＤＣＡサイクルに基づく見直し内容、改善点等 

（簡潔に記述してください） 

[前々年度決算額] 

前年度予算額 

（財源内訳） 

見  積  額 

 

（財源内訳） 

※決  定  額 

 

（財源内訳） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．事業目的 

 安芸保健医療圏の中核病院として他の医療機関

と連携を取りながら、医療圏全体で 2次医療をほ

ぼ完結できる医療体制を構築することを目指し

て、新しい安芸地域県立病院を整備する。 

  

 

 

２．事業費及び事業内容 

 

【建物】 

 ・看護宿舎建築工事 

  

・寄宿舎解体工事 

  

【建設事務費】 

 

 ・実施設計委託料（外部設計委託料） 

 

 ・地質調査委託料 

 

 ・事前調査委託料 

 

 ・境界確定・登記業務委託料 

 

・開発申請業務委託料 

 

・設計監理委託料（建築課監理委託料） 

 

・基本設計委託料 

 

・その他建設事務費 

 

 

 

 [0] 

72,846 

(借)36,423 

(負)36,423 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

298 

 

71,798 

 

750 

 

 

 

 

361,540 

(借) 5,120 

(負) 5,120 

(債)351,300 

 

 

 

143,329 

 

15,366 

 

 

 

176,563 

 

 6,300 

 

9,471 

 

630 

 

3,402 

 

1,000 

 

 

 

5,479 

 

 

 

 

 

360,267 

(借) 4,484 

(負) 4,483 

(債)351,300 

 

 

 

     143,329 

 

15,366 

 

 

 

176,563 

 

 6,300 

 

9,471 

 

630 

 

3,402 

 

1,000 

 

 

 

4,206 

※特記事項  

 



（別記第３号様式） 

平成２２年度歳出予算見積書（その３） 

《債務負担行為》 

（単位：千円） 

 課室名：公営企業局県立病院課 

款 資本的支出 項 建設改良費 目 建設費 

細目事業名 安芸地域県立病院整備事業 ※課長（ 内示 保留 内保 ）部長（ 内示 保留 内保 ） 

前年度（既計上）予算額 見   積   額 ※ 決    定    額 

金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 

 

 

 

 

 

  

 

151,677 

     

 

（債） 

151,677 

 

 

151,677 

 

細々目事業の目的、内容、見積概要 

事業を実施するにあたっての課題 

既計上予算額 

 

（財源内訳） 

見  積  額 

 

（財源内訳） 

※決  定  額 

 

（財源内訳） 

 

《債務負担行為》 

 

１ 安芸地域県立病院整備事業費（看護宿舎） 

 

２ 安芸地域県立病院整備事業費（医師公舎） 

 

３ 債務負担行為内容 

 

  別紙のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44,029 

 

107,648 

 

 

 

 

44,029 

 

107,648 

 

  

 



別記第８号様式 

                                 債 務 負 担 行 為 見 積 書 

    課室名：公営企業局県立病院課 

事   項 目 的 又 は 理 由 期 間 限 度 額 内  容  説  明 

 

安芸地域県立病院整

備事業費（看護宿舎） 

 

 

 

 

 

 

 

 

安芸地域県立病院整

備事業費（医師公舎） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安芸保健医療圏の中核病院として他

の医療機関と連携を取りながら、医療

圏全体で 2 次医療をほぼ完結できる医

療体制を構築することを目指して、新

しい安芸地域県立病院を整備する。 

この整備の一環として、看護宿舎の建

築等の工事を行う。 

 

 

 

安芸保健医療圏の中核病院として他

の医療機関と連携を取りながら、医療

圏全体で 2 次医療をほぼ完結できる医

療体制を構築することを目指して、新

しい安芸地域県立病院を整備する。 

この整備の一環として、医師公舎の建

築等の工事を行う。 

 

 

平成 22年４月１日から 

平成 24年３月 31日まで 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 22年４月１日から 

平成 24年３月 31日まで 

 

 

 

         千円 

44,029 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

107,648 

 

看護宿舎の建築・機械・電気の工事を実施する。 

 

(１) 契約方法：一般競争入札 

(２) 契約期間：H22.11～H23.5 

(３) 限度額：平成23年度  44,029千円 

参考）平成22年度 143,329千円 

（出来高の85％×9/10以内） 

 

 

 

医師公舎の建築・機械・電気の工事を実施する。 

 

(１) 契約方法：一般競争入札 

(２) 契約期間：H23.3～H23.10 

 (３)限度額：107,648千円 

 

 

 

 

 

 

 



（別記第３号様式） 

平成２２年度歳出予算見積書（その３） 

《債務負担行為》 

（単位：千円） 

 課室名：県立病院課 

款 安芸病院事業費用 項 医業費用 目  

細目事業名 安芸病院事業費用 ※課長（ 内示 保留 内保 ）部長（ 内示 保留 内保 ） 

前年度（既計上）予算額 見   積   額 ※ 決    定    額 

金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 

 

 

 

 

 

  

 

413,046 

     

（医業収益） 

 

413,046 

 

 

413,046 

 

細々目事業の目的、内容、見積概要 

事業を実施するにあたっての課題 

既計上予算額 

 

（財源内訳） 

見  積  額 

 

（財源内訳） 

※決  定  額 

 

（財源内訳） 

 

《債務負担行為》 

 

１ 安芸病院病院事務業務委託 

 

２ 安芸病院検体検査業務委託料 

 

２ 債務負担行為内容 

 

  別紙のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

200,014 

 

213,032 

 

 

 

200,04 

 

213,032 

  

 



（別記第３号様式） 

平成２２年度歳出予算見積書（その３） 

《債務負担行為》 

（単位：千円） 

 課室名：県立病院課 

款 芸陽病院事業費用 項 医業費用 目  

細目事業名 芸陽病院事業費用 ※課長（ 内示 保留 内保 ）部長（ 内示 保留 内保 ） 

前年度（既計上）予算額 見   積   額 ※ 決    定    額 

金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 

 

 

 

 

 

  

 

14,088 

     

（医業収益） 

 

14,088 

 

 

14,088 

 

細々目事業の目的、内容、見積概要 

事業を実施するにあたっての課題 

既計上予算額 

 

（財源内訳） 

見  積  額 

 

（財源内訳） 

※決  定  額 

 

（財源内訳） 

 

《債務負担行為》 

 

１ 芸陽病院病院事務業務委託 

 

２ 芸陽病院検体検査業務委託料 

 

３ 債務負担行為内容 

 

  別紙のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4,146 

 

9,942 

 

 

 

4,146 

 

9,942 

  

 



（別記第３号様式） 

平成２２年度歳出予算見積書（その３） 

《債務負担行為》 

（単位：千円） 

 課室名：県立病院課 

款 
幡多けんみん病院 

事業費用 
項 医業費用 目  

細目事業名 幡多けんみん病院事業費用 ※課長（ 内示 保留 内保 ）部長（ 内示 保留 内保 ） 

前年度（既計上）予算額 見   積   額 ※ 決    定    額 

金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 

 

 

 

 

 

  

 

1,215,786 

     

（医業収益） 

 

1,215,786 

 

 

1,215,786 

 

 

細々目事業の目的、内容、見積概要 

事業を実施するにあたっての課題 

既計上予算額 

 

（財源内訳） 

見  積  額 

 

（財源内訳） 

※決  定  額 

 

（財源内訳） 

 

《債務負担行為》 

 

１ 幡多けんみん病院給食業務委託料 

 

 

２ 幡多けんみん病院医事業務委託料 

 

 

３ 債務負担行為内容 

 

  別紙のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

335,766 

 

 

880,020 

 

 

 

335,766 

 

 

880,020 

  

 



別記第８号様式 

                                 債 務 負 担 行 為 見 積 書 

    課室名：県立病院課 

事   項 目 的 又 は 理 由 期 間 限 度 額 内  容  説  明 

 

安芸病院 

病院事務業務委託料 

 

 

 

 

 

芸陽病院 

病院事務業務委託料 

 

 

 

 

 

安芸病院 

検体検査業務委託料 

 

 

 

 

委託業務の専門性が高く、業者入替とな

った場合、有資格者の雇用や社内研修、

業務引き継ぎ等に準備期間が必要であ

る。また、良質で安定的なサービスの提

供とコストの削減等が図られるため、複

数年度契約とする。 

 

委託業務の専門性が高く、業者入替とな

った場合、有資格者の雇用や社内研修、

業務引き継ぎ等に準備期間が必要であ

る。また、良質で安定的なサービスの提

供とコストの削減等が図られるため、複

数年度契約とする。 

 

委託業務の専門性が高く、業者入替とな

った場合、有資格者の雇用や機器の調達、

社内研修、業務引き継ぎ等に準備期間が

必要である。また、良質で安定的なサー

ビスの提供とコストの削減等が図られる

ため、複数年度契約とする。 

 

 

平成 22年 4月 1日から 

平成 25年 3月 31日まで 

 

 

 

 

 

平成 22年 4月 1日から 

平成 25年 3月 31日まで 

 

 

 

 

 

平成 22年 4月 1日から 

平成 25年 3月 31日まで 

 

 

 

 

 

  千円 

200,014 

 

 

 

 

 

 

4,146 

 

 

 

 

 

 

213,032 

 

 

２年契約 

※２年間の限度額を設定 

単年度あたりの限度額は100,007千円を想定 

 

 

 

 

２年契約 

※２年間の限度額を設定 

単年度あたりの限度額は2,073千円を想定 

 

 

 

 

２年契約 

※２年間の限度額を設定 

単年度あたりの限度額は106,516千円を想定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

別記第８号様式 

                                 債 務 負 担 行 為 見 積 書 

    課室名：県立病院課 

事   項 目 的 又 は 理 由 期 間 限 度 額 内  容  説  明 

 

芸陽病院 

検体検査業務委託料 

 

 

 

 

 

幡多けんみん病院 

給食業務委託料 

 

 

 

 

 

幡多けんみん病院 

医事業務委託料 

 

 

 

 

委託業務の専門性が高く、業者入替とな

った場合、有資格者の雇用や機器の調達、

社内研修、業務引き継ぎ等に準備期間が

必要である。また、良質で安定的なサー

ビスの提供とコストの削減等が図られる

ため、複数年度契約とする。 

 

委託業務の専門性が高く、業者入替とな

った場合、有資格者の雇用や社内研修、

業務引き継ぎ等に準備期間が必要であ

る。また、良質で安定的なサービスの提

供とコストの削減等が図られるため、複

数年度契約とする。 

 

委託業務の専門性が高く、業者入替とな

った場合、有資格者の雇用や社内研修、

業務引き継ぎ等に準備期間が必要であ

る。また、良質で安定的なサービスの提

供とコストの削減等が図られるため、複

数年度契約とする。 

 

 

 

平成 22年 4月 1日から 

平成 25年 3月 31日まで 

 

 

 

 

 

平成 22年 4月 1日から 

平成 26年 3月 31日まで 

 

 

 

 

 

平成 22年 4月 1日から 

平成 27年 3月 31日まで 

 

 

 

 

9,942 

 

 

 

 

 

 

335,766 

 

 

 

 

 

 

880,020 

 

２年契約 

※２年間の限度額を設定 

単年度あたりの限度額は4,971千円を想定 

 

 

 

 

3年契約 

※3年間の限度額を設定 

単年度あたりの限度額は111,922千円を想定 

 

 

 

 

4年契約 

※4年間の限度額を設定 

単年度あたりの限度額は220,005千円を想定 

 

 

 



（別記第３号様式） 

平成２２年度歳入歳出予算見積書（その３） 

《債務負担行為》 

（単位：千円） 

 課室名：県立病院課 

款 安芸病院事業費用 項 医業費用 目  

細目事業名 安芸病院事業費用 ※課長（ 内示 保留 内保 ）部長（ 内示 保留 内保 ） 

前年度（既計上）予算額 見   積   額 ※ 決    定    額 

金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 

 

 

 

 

 

  

 

1,497 

     

（医業収益） 

 

1,497 

 

 

1,497 

 

 

細々目事業の目的、内容、見積概要 

事業を実施するにあたっての課題 

既計上予算額 

 

（財源内訳） 

見  積  額 

 

（財源内訳） 

※決  定  額 

 

（財源内訳） 

 

《債務負担行為》 

 

１ 安芸病院未収金回収等業務委託 

 

 

２ 債務負担行為内容 

 

  別紙のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1,497 

 

 

 

1,497 

  

 



（別記第３号様式） 

平成２２年度歳入歳出予算見積書（その３） 

《債務負担行為》 

（単位：千円） 

 課室名：県立病院課 

款 芸陽病院事業費用 項 医業費用 目  

細目事業名 芸陽病院事業費用 ※課長（ 内示 保留 内保 ）部長（ 内示 保留 内保 ） 

前年度（既計上）予算額 見   積   額 ※ 決    定    額 

金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 

 

 

 

 

 

  

 

345 

     

（医業収益） 

 

345 

 

 

345 

 

 

細々目事業の目的、内容、見積概要 

事業を実施するにあたっての課題 

既計上予算額 

 

（財源内訳） 

見  積  額 

 

（財源内訳） 

※決  定  額 

 

（財源内訳） 

 

《債務負担行為》 

 

１ 芸陽病院未収金回収等業務委託 

 

 

２ 債務負担行為内容 

 

  別紙のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

345 

 

 

 

345 

  

 



（別記第３号様式） 

平成２２年度歳入歳出予算見積書（その３） 

《債務負担行為》 

（単位：千円） 

 課室名：県立病院課 

款 
幡多けんみん病院 

事業費用 
項 医業費用 目  

細目事業名 幡多けんみん病院事業費用 ※課長（ 内示 保留 内保 ）部長（ 内示 保留 内保 ） 

前年度（既計上）予算額 見   積   額 ※ 決    定    額 

金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 金  額 財源内訳 

 

 

 

 

 

  

 

4,770 

     

（医業収益） 

 

4,770 

 

 

4,770 

 

細々目事業の目的、内容、見積概要 

事業を実施するにあたっての課題 

既計上予算額 

 

（財源内訳） 

見  積  額 

 

（財源内訳） 

※決  定  額 

 

（財源内訳） 

 

《債務負担行為》 

 

１ 幡多けんみん病院未収金回収等業務委託料 

 

 

２ 債務負担行為内容 

 

  別紙のとおり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4,770 

 

 

 

 

 

 

4,770 

  

 



別記第８号様式 

                                 債 務 負 担 行 為 見 積 書 

    課室名：県立病院課 

事   項 目 的 又 は 理 由 期 間 限 度 額 内  容  説  明 

 

安芸病院 

未収金回収等業務委

託料 

 

 

 

 

芸陽病院 

未収金回収等業務委

託料 

 

 

 

 

幡多けんみん病院 

未収金回収等業務委

託料 

 

 

 

 

 

 

滞納者への請求等を反復継続して行わせ

ることにより債権を回収することを目的

とした業務であり、相当期間、継続的に

業務を請け負わせる必要があるため、複

数年契約とする。 

 

 

滞納者への請求等を反復継続して行わせ

ることにより債権を回収することを目的

とした業務であり、相当期間、継続的に

業務を請け負わせる必要があるため、複

数年契約とする。 

 

 

滞納者への請求等を反復継続して行わせ

ることにより債権を回収することを目的

とした業務であり、相当期間、継続的に

業務を請け負わせる必要があるため、複

数年契約とする。 

 

 

 

平成 22年 4月 1日から 

平成 25年 3月 31日まで 

 

 

 

 

 

平成 22年 4月 1日から 

平成 25年 3月 31日まで 

 

 

 

 

 

平成 22年 4月 1日から 

平成 25年 3月 31日まで 

 

 

         千円 

1,497 

 

 

 

 

 

 

345 

 

 

 

 

 

 

4,770 

 

 

 

 

 

3年契約 

 ※3年間の限度額を設定 

  単年度あたりの限度額は499千円を想定 

 

 

 

 

3年契約 

※3年間の限度額を設定 

  単年度あたりの限度額は115千円を想定 

 

 

 

 

3年契約 

※3年間の限度額を設定 

  単年度あたりの限度額は1,590千円を想定 

 

 


